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序

石見糾山は中世綾期から開発され､戦国時代から江戸時代の机糊にいたり1-(-1盛期を

迎えます｡そして柊竺IL政櫛やT_l戸島ri肘のe(金l!E･JtしてfEXl祝されるとともに､そのF''Jt

糾,技術は各地の鉱山に伝えられ.E1本の鉱山のJj:かでも先考区的Id役Lr.rIJを災たしたこと

で有名です｡

石見丑!山iB跡には国指近史跡の代官所鉢をはじめ数多くのiB鉢が仔LFTLますがーこ

れをどのように保存し､活用していくかということは当市のみ/iらず払根I県全体の讃

屯とIi'･,'ています｡

このilL与圧/i文化iB産を子孫に引き呆tく√ために､昭和44年の周指定の前後から､いく

らかの部分については範(稲をはかり活mを促し現在に至っております｡昭和58印度か

らは1.㍍ltLl.Li敷TT委LAl会の主叫による石見銚山in跡総合姫(llI7;11画訴追JIJi邦が開始され､

これを捕まえてEFllfn61年12月にはerl並みの部分がEilの†仁整伝統的iJ!造物群拐ミ存地区に

過定されました｡また史跡については平成元咋 7flには国指定の話u疎等l:;lij･を整揃し.

-般'ii鵬として活用を始めたところです｡

このよう/i並幅}Ili某の巡捗とともに､文化肘保護の立切からを焔地域周辺のin跡の

範囲や保存状況の確認が必&'と考え､昭和63年LfEから発掘凋盃をおこなっています｡

今年Ln:は石i-L糾LlliB跡のなかでも拠点とfJ.る位tk守口番所跡と大行払市谷地区の;喝空iを

実施しました｡

この繊悠r_.tが今後の並†̀桐〔叉や石見銅山史の紗 1Jllこ広 く7.5-川されることを祈念いた

します｡

平成 3年 3月

砧択I,I,I.-大n川7教Jff委日金

数市長 渡 辺 晴 夫



亡コ

1. 本書は平成 2年度の国県補助事業として島根県大田市教育委員会が実施 した､石見銀

山遺跡発掘調査の報告書である｡

2. 調査体制は下記のとおりである｡

島根県大日市教育委員会

教 育 長 渡 辺 晴 夫

文化振興室 渡 吉 正

清 水 新 二 郎

遠 藤 浩 巳

林 泰 州

山 田 幸

調査指導 村 上 勇 (広島県立美術館)

川 原 和 人 (島根県教育委員会文化課)

大 橋 康 二 (佐賀県立九州陶磁文化館)

小 野 正 敏 (国立歴史民俗博物館)

3. 収録 した地図 ･実測図は大田市教育委員会が作成 したものを主とし､一部については

関係機関作成のものを利用 した｡

4. 出土遺物及び作成 した図面 ･写真は大田市教育委員会で保管 している0

5. 実測図等に示 した方位はいずれ も磁北である.

6. 本書の執筆 ･編集は上記の遠藤浩巳がこれをおこない､関係各位の協力を得た｡また､

出土遺物については大橋康二 ･村上 勇の両氏よりど教示をいただいた｡記 して謝意

を表わします｡



目

L 臨盃の母要 ･経過 -

Il 石見 銀 山辻 2赤の 捷 要 ･--

nT 鴇 盃 の 授 章 ･

LV ま と め

図版

吹
【1
1

3

7

20

挿 図 目 次

怪H LS托封llLJib跡L立皿凶(1/25.抑0)

LTA2 点火こ'fl),ii所跡凋ぞr区設定Lgl(1/1000)

LA)3 戚)汰-ylfUF,所跡iAfFl火刺囲

凶Lt 滋加､ナL】F,qr跡HJ.-u事(7:ll系陶器17別居】

rg】5 成IkヰL川',所帆tトー二nJ也お尖.RrJlgl

LRJ6 人'l'd1.年裕地L茎.1'rtli区設フt'L対

L到8 大TruJT谷他l茎HlgJLL川実利Ig]

(瑚9 大nirJf谷旭lg l区.Lil,じ恥也記詣rA1nrJ図

凶10 大別iTIy木地lg111LLlH 恥盛お ･鉄利品&'側(瑚

凶日 大nHTJf裕地区 Il区山 t坐石 ･tHRrArn.J図

LgH2 戚加,宇目1P,所弥泊flI配迎l頚 ()/200)

1･.'2

7

9

1

;

12

日

15

柑

t;

け

2



Ⅰ 調査の概要 ･経過

石見鈍山in跡はULi如LI4年に山吹城跡や坑iLl跡 7ヶ所などの.711′け 所が史跡指定を空け､

代官所跡と坑芯跡であるriH妙を中心に紅偏や清川が超められ､今Elでは咋F:;l来訪式敷も20

万人を越えるまでとIJごった｡

哩威文化財としての石見幻山in跡は､ これまでに指定された山吹城跡やlHl少などがあっ

たが､いずれも大まか11様相やÌS土';Lなどによる縦幅が中心とI.L'り､近世J,古宇の分野から

は耽りあげるに至らなかった｡しかし近iI-､ Ilり丘世泊跡の:J肘【･光悦のlJ岬川(全国的に相.1

えるとともに､半日りとしての歴火-jJ古学が印･3'Lされつつあるという状況のIJ:かで､石見糾

山iB跡の探題と所IfJが再認記されるようにIJごった｡

8El軸58年からE剤始された石見刈山i&跡総合姓伯計画韻定子Jl男はJlケ年計画で石見菜壬山in

跡の虻伯にかかわる2遠本鞘想､)占本計画の講定をめざし讃粥と検討をおこなうものである｡

このfiかでin跡の調Piについてはtia跡をiEEI的tC保存していくために現lthq缶 ･地形郷土il

･主井筒所の発掘調流を名指.C的に実施してL即1-のためのf(料を了.riる必%-がある､と指摘さ

跡 ･代J=i所柄地区 .公同地区の3ヶ所で発掘調粥を実施し.代u所両地区では代官所にrW

辿すると巴われる小税収な地物跡を検出した｡昭紬62年度にはLnj艮LE;!教子手番Lj全が石見ifl

山側迎iB跡分布凋出を実施し､城跡 ･寺跡 ･役所跡や銀山的ialiとの確こ12.がなされた｡

その後､昭和62iI三12月には､町並みの部分が回の亜安伝統的tLl道号加t傑作地区に遥定さ

れ.平成元年 7′=亡は周指定史跡の詩iL軒等r日歩を整併し､坑nl内を通り抜け一般公朗する

こととした｡このようIir刈inL粒†仰Jly=の進捗にたいしILIBl成文化肘の探盲壁の立域からlI‡柵】

63iliL延から発掘淵jlモを7判消した｡Lrllfu63咋IB:は紬UP.苛I;り妙の入口にiEEかれた凶/留役rJJr跡

を､平成元年腔は向Pl･Lji跡 .戚Iil等口茶所跡 IkGTrf拐災諮跡で調査をおこfj.った｡凋粥の

結朕､いずれの箇所もiB肋 ま並居的.E良くin17-しているととらに､退物も時期的にまとま

りのあるものとして出土することが判明した｡

上F;成2年度は､元咋皮からの岩皇統で裁決等tコST所跡で約50TIE､山吹城跡の大手に隣はす

る大蒜は寺谷地区で約50TTEの調光を尖施し1=｡
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図 1 石 見 銀 山 追 跡 位 置 図 ( 1 / 2 5 , 0 0 0 )
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Ⅰ 石見銀山追跡の概要

1 銀山史について

石見釣川｣は鎌fl時代末1mの延躍 2年(】309)に発見され､本格的tJ.採胤 ま大永6咋(1526)

にrirl多の梢人神谷プチtlJlが入山し､天文 2咋 (1533)jjUlがTlli多から腔ノ1と宗丹を呼び､灰

吹fI'Jur法が伝えられてからといわれる｡これ以抜足細 は王は著しく増大 しEl本の細山のなか

でもtT安七位iEZを占めるよっになるo当時の繭哲;貿易においてポル トガルは中国の生糸 ･

絹拭物を培徹しEI本に米航し､錦をヨーロン′ヾに持ち焔るという伸搬出易を行な-うが､こ

の時の机の大部分が石見銅山産であったとiL帥ほ れている｡

石見糾IIJは秋田糊に至り大内 ･尼千 ･毛利などの戦国大名によって山吹城を拠烏とした

-1}時機がhliり広げられる｡J己tj)に治めたのは川y)1司の大内最恥で､大内氏は沢LLJの掘り子

大工を逃れて人山し操作;を始めた｡:LJT字如 咋 (1531)には邑1=1.71rlり日本7.-ulLlilJ城主小笠伸長隆

が糾山をST拠攻撃して輩hlするが､3年後には大内氏は再びこれを巧い返した｡その後尼

子氏 .毛利氏が加わり外様5年 (1562)に毛利氏が完全三岳捉するまで-ltt相成は35年余りf;L

いている｡その頃中火では秀吉が天下統一をiifめ､石見銀山は秀吉と毛利氏の共同で理に

移行し､秀吉は文様2年 (1593)の軸部出兵時に､石見鍋をflli多にAlLんで班弊に糾超 して

文禄丁錦 (ゆすりRT錦)を迫り兵機を仕入れて･ImL･に充てたといわれるO

成長5年 (1600)側が臓の搬いで徳川方が勝利を納めると､家腿は石見fEl山に上IA,をiff(

iuしてiqT6年から大久保長生を糾山のT7TlRZ汚行とするとともに､I.51辺の lIILlケ村を併せて

石見的LLJ卸料として直flIl地とした｡桝代2汚行の大久保長!&は机辺掘りを婦人するとともに､

御料内の検地なとを実施した｡このtLLll'I'Jqll司から光LIJしていた安J)i!伝兵'nTという山師が釜

昆FH捗 の鉱脈を発見し,おぴたたしい釦を紬;り山LTl糾3,600lrJを家砧に迎_LL､辻ケ花

染丁子文胴J)R一切とJJ')一柄を梓繊 した｡

れば ｢成長の頃より託永咋巾大脇､士線の人数二十万人,-日米毅を北やすこと千五百石

余｣とか ｢家数式プラ六千軒余､苛百ケ苛与'F'もtj之｣と記されている｡人口20プラ人は誇張が

あるにしても人rj]O-I)人前後はあり､この頃の産別i了ともiFHiは 00011から10,000uはあ

ったと推定されている｡江戸時代qlJ抑こなると鑑弥u正は讃しく減少 し､延去年-1川(1673-

]680)に入ると/.壬行も代■Z引こ替り､産餌iiiiI三FiH4001TL立に減り､その後したいに7城少 し耶

末の安政6年 (1859)には301■JとIiった｡
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江戸時代265年間には奉行 ･代官 ･預りが59人も入れ替わり､石見銀山御料約150ケ村

4万8千石の統治と銀山の管理をおこなった｡そのなかでも初代奉行大久保長安と享保17

年 (1732)の飢鯉を救った19代目の代官井戸平左衛門は有名である.

慶応 2年 (1866)に戊辰戦争が起き長州軍は石見へ進撃し､益田の七尾城､浜田城を落

して銀山御料内へ進入､最後の代官鍋田三郎右衛門は備後国の上下陣屋に逃亡した｡これ

により石見銀山は再び毛利氏の管理となり毛利大膳大夫の名において､長州藩の高州庄吉

と同藩士武田伊三宿が代官心得として旧銀山料の管理と統治の任にあたった｡この頃米の

相場が急に上り大田地方のあちこちで百姓一校が起きていたが､長州軍の手で鎮圧されて

いる｡

明治政府が誕生すると､明治2年8月から約半年間大森県が置かれ､翌 3年からは浜田

県と改められ､同9年には隠岐 ･松江 ･浜田をあわせて現在の島根県がつくられた｡幕末

から明治期の産銀量は慶応 2年 (1866)には年産20貫まで減り､明治期になり大森町の有

志が一鉱区を掘ったがおもわしくなく､明治5年の浜田沖地震では銀坑道のほとんどが崩

壊した｡明治20年になって大阪の藤田組の経営となり､その後同和鉱業(秩)に受け継がれ､

明治25-29年頃までは､一時的に産銀量が年平均540貫と増加した｡

大正 6年の銀山 (仁摩町の永久坑)の従業員は約700人いたが､坑道の地下水が多量に

湧き出るため採算が合わず､大正12年 3月に閉山されることになった｡

2. 石見銀山に関連する遺跡について

(1)城館遺跡

戦国期石見銀山をめぐる争奪戦の拠点となった山吹城跡をはじめいくつかの城館遺跡が

ある｡山吹城跡は大森町字古城山ホ271番地に所在する｡縄張りは山頂部に主郭を置き南

北に階段状に曲輪を配置している｡主郭の南に大規模な空堀､南斜面には計19本の竪堀､

北側の曲輪には一部石垣が見られる｡これらの山城としての施設は小笠原氏 ･大内氏 ･尼

子氏 ･毛利氏と城主が替わるごとに何度かの改修がおこなわれており､現在残る遺構は毛

利時代の可能性がある｡城の縄張りの全容については明らかになっていない｡

山鹿には長大な石垣があり､字名から ｢下屋敷｣｢吉迫御文庫｣という地名が残ってい

ることから､この部分が城の大手にあたると思われる｡大手の南には ｢魚店｣｢京店｣｢千
京｣ ｢上市場｣などの地名があり､戦国期には城下町が形成されていたと考えられる｡

山吹城跡の南側に位置する仙の山の山頂には曲輪群があり､ 『雲陽軍実記』によれば尼
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子氏が山吹城を棚有 していた鴫に､毛利氏が尼子氏を攻める掛 こ在PILLたといわれる｡付

近には字名として ｢中'I.'舶Lli域Jがあるが.城全休のfaZ芯については未淵空亡である｡

LLJ吹城跡から南西2hのところに矢滝城跡がある｡′小笠抗号比による草城と伝えられるが

未識丑のため不明IJ.一点が多い｡矢T'hLL城跡から山吹城跡Fこ至るまでにはLLJ.城的IJ..曲梅が丘選

されているといbれ､今後の調丑が必要である｡

(2)丑山J支軌XJ迎iB跡

StiLLl支配のjb跡として代官所跡 ･右所跡11とがある｡代屯所跡は伺北に細長い谷間に形

成された大東のFT並みの北側lこ位aLー現在丑FIFJと門長hiを妓している｡このiB策年代は

練札から文化12年 (1815)のiB雫といわれている｡また天保121rl(184))の絵図があり代

rtj'所内の梢道やrW迎するiLl物の配LE･捕道が記されている｡代白所跡の火側には､仲間昆

庄跡 ･向陣屋跡 ･細別威跡 ･鴨埠i跡/A.1とがあり.代官所J.tI辺に行政関係の綬l淵･役宅が拡

かれた｡

納山はそのJ司uflに栂列を巡らしr山内｣としてFHl鎖された空l:;トを形成していた｡銅山の

入り口には九つの箭所がLlかれ､皿跡としては抜加寺口番所跡 ･坂舶口FT所跡が知られる｡

平成元年皮の戚以守口冷所跡の凋王iでは右列 ･軽地面などが検出された｡他の吊所跡につ

いてははfEL･内谷について明らかにされていない｡また銀山支配の役所として坑道の入り

に】に旧かれた ｢lgノL;gl役所｣があるOその鎚物の捕並等 については r石見銀山絵巻｣や古

文Tlfliどから知ることができ､銅山附の役人が詰めた役所と掘り出した鉱石IIEi切があった｡

lFElfT)63咋虻の.I,qFiでniL軒等rH捗 の四ノ留役所¥亦を調点しており､iJB物のム⊆松とìlわれる右

列を伯山するとともに､江戸時代中側頃の陶磁語謀叛が.LIJ.土している｡

(3)別姓G.山跡

m生産iEr災順 の出跡としては坑道跡 ･吹屋 (耶臥所)跡 .拙#T,跡などがある｡史跡指定さ

れた机辺跡としては大久I矧Hl皇位･釜hiFZ;捗 ･本rHl妙 .鮎離一糾ii捗 ･桁神山;"JJl･新tl)FIu'捗

･所偶托州1妙の七坑滋があるが､文政6年 (1823)のHlJJJi改めでは休lL坑を含め279坑を

数えている｡ これらの坑iLT跡について主輩11ものについては坑述口汚i分の略側がなされて

いる｡また仙の山山11fl付近には於紅ケ谷紹坑群や指天掘りの跡が放多く見られる｡

細事-7排をおこなった吹Ei蔓跡としては拐hIE谷灰吹跡 ･山神炎灰吹跡二帥 くあるが､吹屋 .灰

吹法について十分に解明されていないため今後の淵並が必炎である｡

銅生産のJLIT-LJi跡として大奴は11ものとしては石銀-yさr古跡 ･栃畑谷nlT'.tT跡等がある｡ この
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うち石銀集落跡は仙の山の山頂に位置するが､分布調査により当初確認 した範囲より集落

の範囲はかなりの広がりを持つことが判明している｡石銀集落跡は石垣 ･井戸跡 ･墓所な

ど多様な内容があり､戦国時代から江戸時代の鉱山集落としては今後調査が必要である｡

清水谷に残る清水谷精錬所跡は明治時代のものであるが､大規模な石垣を築いて構築さ

れた精錬所跡である｡

(4)信仰遺跡

現在知られている信仰遺跡としては墓地 ･供養塔などの石造物と寺院跡 ･神社がある｡

墓地 ･供養塔などの石造物については戦国時代のものとしては史跡指定されている天正在

銘宝飯印塔や龍昌寺跡 ･徳善寺跡 ･大龍寺跡の宝薩印塔や額縫塔等があげられる｡これら

のはかにも戦国時代末から近世初頭の石造物は数多く存在することが予想されている｡

江戸時代にはいると史跡安原備中墓 ･伝安原備中霊所､市指定史跡奉行竹村丹後守墓 ･

同代官鈴木八右衛門墓 ･同代官会田伊右衛門墓など多くの墓が確認されている｡ このほか

にも大森町内の寺院には近世墓が多数残されている｡

『石見国銀山旧記』には銀山の最盛期には ｢寺百ケ寺｣という記録があるが､大森町に

現在するのは13寺であるものの､昭和60年度の分布調査では33ヶ所の寺院跡が確認されて

いる｡今後は分布調査と地名の調査等が必要である｡

神社は延喜式内社の城上神社､毛利元就を肥る豊栄神社､銀山の守護神としての佐毘売

山神社がある｡このうち豊栄神社には江戸時代末の石造物群がある｡

羅漢寺の境内には五百羅漢坐像群があり､石見地方の石工集団の動きなどとあわせ調査

が必要なものである｡

(5)その他の遺跡

大森の町並みの中には町年寄退宅 ･郷宿迫宅 ･地役人造宅 ･同心遺宅などの建物があり､

その付属建物や周囲の構造については今後の調査が必要である｡また寛政12年 (1800)の

大火以前の町並みの遺構についても遺存している可能性がある｡

銀を温泉津港や赤名経由で尾道に輸送 した銀山街道については降霜坂を中心にいくらか

の部分が残っているが､その全容については明らかではない｡
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Ⅱ 調 査 の 概 要

l 哀泉寺口番所劫､

tl戸時代､石見細山Jcは招列が巡り九つのSr所で人や物elのiLJ.入りが厳しく芯理されて

いた｡ この法別等口宿所跡は山内の北攻に位毘する山人Llにあたり､論所のIJこかでも以ほ

が大きく､細山への主要滋にあたることから大滋御役所 (代官所)がnmのうえで重要視

したといわれる｡

威jk等Lj7i-i所跡は即柵 58咋旺 ･平成元年皮からの恭柾で調ヂ亡を実施した｡畔l軸58年L空の

図2 磁iR寺ロ1YT所跡凋ヂi区設定Eg)(1/I000)
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調査では蔵泉寺口番所跡の東側の刑場跡を調査した結果､番所に関連する遺構は検出でき

なかった｡平成元年度の調査では番所跡の南側の水田の調査を実施した結果､調査区内で

全長 7mの南北方向に延びる右列を検出している｡今年度の調査は蔵泉寺口番所が位置し

たと思われる畑地50γfを調査対象とし57n四方のグリットを2ヶ所設定 した｡

遺構

検出した遺構としては､整地面の広がりと若干の右列がある｡第 1整地面は表土から80

-90cm下で検出し､この面で右列を確認している｡調査区のほぼ全域にわたり整地面は広

がりを持っているが､西側に向かうほど幅が狭くなっており､整地面の境界が孤を描 くあ

たりから粗く積まれた右列を確認することができる｡右列は挙大のものから30cm大のもの

まであるが､部分的に欠落している｡ この整地面の広がりと右列については､番所の広場

と道の可能性がある｡

第 1整地面の下約40cmに第 2整地面が､第 2整地面から下約50cmに第3整地面がある｡

これはサブトレンチにより確認した範囲内だが､第 ユ整地面と同様に坑道から運び出した

硬と銀精錬の銀樺のカラミを固く叩き締めた層である｡

調査区内の土層は､耕作土の下が黒色土層､黒色砂傑層､暗褐色砂磯層､黒褐色砂疎層

で第 ユ整地面になる｡ これらの層はいずれも坑道から運び出した襟とカラミを多量に含ん

でおり銀山の坑道付近から運ばれてきたものと思われる｡第 1整地面は粘土を若干含む黄

褐色砂疎層で固く締まるものだが､その下は黒色砂磯層､黄褐色粘質土層で第 2整地面と

なる｡第 2整地面は茶褐色砂磯層で上面が固く締まるとともに､下面も固く締まり第 3整

地面となる｡ この茶褐色砂傑層の下が砂磯を含む青灰色粘土層になるが､河原石や木片を

いくらか含んでいるところから銀山川の河床となった可能性があり､この層は確認した範

囲で30cm以上になる｡

これらの検出した遺構と土層から蔵泉寺口番所は何回かの造成をしながら整地されたと

考えられる｡昨年度の調査で検出した右列､あるいは現在の道路と今回の整地面の広がり

の位置関係を考える必要がある｡

遺物

出土遺物としては陶磁器類があげられる｡出土地は整地面上からのものはほとんど無 く

傑 ･カラミを含む整地層からである｡整地層から出土した陶磁器は中国磁器､唐津 ･伊万

里といった肥前陶器が中心で､比較的上層からは近隣で焼かれた石見焼やカワラケなども

-8-
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含まれている｡

襟 ･カラミを含む整地層から出土する陶磁器類には､全体として小片で摩滅しているも

のが多いという特徴をもつ｡このことはこの襟 ･カラミの層が二次的に運ばれてきたこと

を示すものであって､その場所は銀山の坑道付近と考えられる｡またこれらの出土した陶

磁器類は､出土した層は違うが時期的に大まかに二つに分けることができ､一つは銀山の

開発から最盛期を迎える16世紀後半から17世紀の前半の時期にあたる中国陶器と唐津焼の

グル-プ (このなかには初期の伊万里焼も若干含まれる)､もう-つは比較的上層の磯や

カラミをあまり含まない整地層から出土する17世紀後半から19世紀前半の時期の肥前磁器

(伊万里系)･石見焼 ･カワラケなどのグループである｡

16世紀後半から17世紀の前半の中国磁器については皿を中心とする染め付けが多く､こ

れと共伴する唐津焼は胎土日をもつ碗 ･皿などが多い｡17世紀後半から19世紀前半の肥前

の磁器は､18世紀後半にみられる広東碗と呼ばれる伊万里系の碗などを中心に出土してい

る｡

蔵泉寺口番所跡から出土した遺物としては､陶磁器類の他に古銭 ･硯などがある｡陶磁

器頬については代表的なものを図4･5に示す｡

ノl_丁~~丁~-■｢_j
図4 歳泉寺口番所跡出土唐津系陶器実測図
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2.大龍寺谷地区

大龍寺谷は山吹城大手の東に位置する幅約25m′､奥行約 1507TLの谷である｡谷奥には大龍

寺跡があり幅約607n､奥行約407札で境内地が広がる｡大龍寺は臨済宗東福寺の末寺で本尊

釈迦如来､天正12年 (1584)に清泉和尚の創立と伝える｡縁起等に関する記録は残ってお

らず､嘉永 4年 (1851)に大洪水で破壊したが邑智郡浜原妙用寺遠宗和尚が再建し､明治

27年に益田市高津町に移転 したという｡現在寺跡には歴代の住職の無縫塔が､背後の墓地

跡には宝旗印塔が確認できる｡

図 6 大龍寺谷地区調査区設定図
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大瀧寺谷の現状は谷LBlこ寺跡があるものの他は休耕ultlよっているが.明治時代にはま

だlt_宅があったといわれている｡ この谷は山吹城の大手に隣接すること.また不興からは

山吹城跡の牛ノLTlt至ることを-1,えるとー戦国時代において山吹城のyJ御の !',においてら

Tti紫配されるとともに､谷の入り口部分に城下町の広がりがあるとITF想lされた｡また江戸

時代には鉱夫のは宅等が行在した可能性もあり､iBt崩の判無及iB存状況の確認をEI的とし

て凋tfをrjS施した｡

凋fflま谷の入り口部分を Ⅰ区とし4mグリノトを2ヶ所､ I区から掛 こ約20,円の地烏で

LImのダリ,トを lヶ所設定し1=｡

iAIJ

l区では滋土から下約80cEZのところでを地面を検出した｡このUiから陵出したiB事務とし

てはt='ソト5穴とT.q状のiB梢が2ヶ所ある｡ ビットは径約15-20czlでF目脂 は一定ではIiい

が一山&(こ旦転んでいる｡このど-/卜の性格については小奴損であり､ビーJト内に木rfが若

干扱っていたことIJ.-どから旺穴には11-らず抗か栂の可能性がある｡1-m犬iB鰍 ま凋王i区内で

2ヶ所検出し､西側のものは幅約50～60m深さ約10ct7､長さ約 3TTL以上､火側のものは幅

約40-50cEl深さ約5czTt広さ約 2 5771以上を測るo

l区の土帆 ま川作上の下が茶枇色土､氾色土､晴帖色二Lとなり､桁Iti色土の上面が非常

にl割く､ これが照地lFfiになる｡ この庶rlま坑i凸から遊び.'lJ.された喋やカラミIJエビからなる屑

でLr/_さ約20-30cmで､in物包含klJである｡この下が騨kllと/Sるが､牒のみのrJ!純IEiで軽地

lEZの兆鮒岡として入れたものと考えられる｡傑肘の下は哨灰色帖二1二IFrで陶磁討:壬慰1を含まIj:

いllYiである机 自然木の木片とともに加工1ulの残るrJLLIJ;の木?ju.I.'.もuJ.上しており､谷炎か

ら流れてきた可fJE他がある｡このIIYJは約50C71以上にもなる｡

Lllgは誠二Lから下約90Cれのところで掛ul(抗を横山した｡ u区の二L例は11日'I土の下がEIJ】灰

色W,土､茶帖色fI.質土とIj.る｡ この茶は色粘質土は以化物 ･喋などを含むとともに､陶磁

器諒恕1を含んでおり.ある日川 】に彬地されたと考えられる｡この芥沖氾 7.L胡 上の~印liが'iBI.V

耐 こなる｡焼山したiEi梢は性根の妓る性穴とEl埋め込んだAT;一石 (かILrめいし)がある｡旺穴

は経約25cnの111形で.旺仙 ま一辺が約tSc7nでJn工された方形のものである｡豊∈石は鉱石を

砕く掛 こ台石とIiる石で.本来床面にt!ilめ込んで脚 印したといわれていたが､iDfmとして

確ニ'LJしたのはlJJめてである｡またこの退紙面には10～20cn程度の喋がiliEめ込まれて転地さ

れており一作に安石の1.qりにIy沖 していた｡このiEl蛸面は昭択色帖土で漆成されており､

厚さ40C口以上にIJ.･ることをサブトレンチで荘iP.している｡この昭灰色粘土層もjn物包含屑
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である｡

Jl区で検出した池川の性格については､笠石があること､退物として坑迫でlA･うノミが

出土していることから､鉱夫がはんだiB物跡と考えられる｡胡iiitllfl-iが限られていたこと

で､そのilYi超や奴inについては不明IJ.･!7j)i多いが､大Truiや谷にはある咋Jf)は広大のlt-んだま出

物が何陳かあった可能tlがある｡

遺物

山土したiB物は柑磁2註yiが中心である｡ これらの陶磁器はいずれも軒他人vIIからELJ.土して

いるもので､追跡 こ件うt.のはほとんどない｡その咋代についても銀山がJl{L姑FEFlを迎える

16Ltr妃後半から17LLf紀FII;J半のものが中心で､わずかであるが大瀧寺に関iiLすると117.われる

Fi炉Iiどの仏只がある｡陶磁掛 ⊂ついては生産地 ･仲代の比較的uJ】荘fJLtものを過び､紋蘇

我ではげることとし､ここではその既 要について述べたい｡当初出土するiB物については

城下町とのl姻連で】6世紀前半以降のiB物を考えていたが､大半は16LLr紀後半以陀のもので

ある｡特に16世紀第31唱判 VJから17世紀初頭 (段丘肌】TJ後)の中国盛器･kl_fT暮!塊が小心と

-15-



なり､それ以後の陶磁器としても肥前陶磁が中心となる様相を示す｡全体として肥前系 ･

中国系のものが圧倒的に多く､備前系がわずかにあり､瀬戸 ･美濃系はほとんどないとい

うセット関係になる｡

その他の遺物としてはノミ･要石がある｡ノミは長さ約33cm､断面の一辺が約 1.4cmの

方形で､先端は本来は鋭利になっていたと思われるが､使用のため丸くなっている｡要石

は約30cm程度の安山岩の自然石を使用したもので､2つの面がくぼみが認められ､かなり

長期にわたり使用されたものと思われる｡

＼＼て≡∃三二プク
8

∴:-千 Fq ′10

･:-¥

＼＼--ち- 二 ヨ 讐琶雪'/

図9 大龍寺谷地区 Ⅰ区出土陶磁器実測図

中国(4)2.中国(5)3 中国(34)4 唐津(47) 5 唐津系(92)6 唐津系(90)

唐津(50)8 福岡か(28)9 肥前系(113) 10.肥前系(114) 11 備前系(124)

)は一覧表番号)
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石見銀山遺跡 ･大龍寺谷地区出土陶磁器一覧表

桁号 産 地 (溝) .細 yi 年 代 祈号 羽衣区 .土Ji 産 地 (演) .儒 規 年 代

I 47

2 〝 白磁DIlか 48 〝侠軸碗

3 49

Ll 50 〝 鉄捻大m

5 51 〝 灰輸血

6 52 ･ 沃軸鉢か

7 53 T.花鉢

8 54 〝灰軸qrL

9 55

lO 56

日 57

】2 " 独IJ 58

】3 59

川 60

l5 6】

】6 62

l7 63

】8 64 灰抽柵tuIll

l9 ･′ 秩軸nn 【7C 辛 65

20 17C 辛 66

2】 67

22 18C 68

23 ]9C一群A 69

24 70

25 71

26 72

27 18C 73

28 】7C 辛 74

29 】7C 辛 75

30 76

3】 77

32 78

33 79

34 触りnE1(151-態紡糸系)､見込銘文 SO

35 8】

36 82

37 83

38 84

39 85

LlO 86

LH " 取付nl 87

42 〝 穀付mlか 88

43 臼破mか 89

Ll4 粥末 90

45 取付 9ー I,鉄鞄抜物
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Ⅳ ま と め

今年度調査を実施 した蔵泉寺口番所跡は､銀山の入り口に置かめた九っの番所跡の一つ

である｡今年度の調査地は番所跡と推定されるところで何らかの構築物の遺構が検出され

ることが予測されていたが､検出した遺構は右列と退構面の広がりのみであった｡右列は

整地面の段差になるわずかな斜面に築かれているものの､不規則に並べられ斜面を補強す

るような構造になっている｡整地層は調査地内で少なくとも3回はおこなわれており､ こ

の層は磯 ･カラミからなる層で､整地のために銀山の坑道付近から運ばれてきたものであ

る｡この整地面の広がりは調査区内で西に向かって狭くなり右 列 につながっていく｡この

遺構の性格としては番所の入り口前後の広場とそれに続 く道と考えられる｡今回検出した

遺構と昨年度検出した右列､さらには現在残る道路との位置関係は図12の様になる｡

蔵泉寺口番所跡から出土した遺物としては､整地層から出土した陶磁器がある｡陶磁器

は16世紀後半以降のもので中国磁器 ･肥前陶磁､近隣で焼かれた石見焼きなどがある｡磯

図12 蔵泉寺口番所跡遺構配置図 (1/200)
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･カラミIJ.とと州 こ二次的に並ばれ1=陶磁器は石LLiAMJのJLll･iS糊にあたるL6世紀邦 Ll四半

期から17tLruILtJliiの(rT伺睦諾:卜 肘 ‡機 が多く､このことはF'所がr_E戸時代lこ入り軽地 ･f.Y

築されたことを盛付けるものであるbまた18世紀後半以降の肥前娼記誌が胡ヂi区の西でまと

まって出土しており､ この部分は地物の班昏えに伴う土地とLilわれる｡

大蒜ii寺谷地区は戦国時代粥山を巡る攻防戦が絞りli:げられたLIJ吹城跡の城下の-1tJJこ位

㌫する谷である｡山吹城大手の下屋敷地区のAllこ位砥し､谷掛 こはノミlEJ2年 ()584)に閑

兆し1こ虹前:;:の大蒜社寺鉢がある｡この谷は山吹城班御の粒]'iの-つとJ,えられ､谷の入り

口部分にはー城下町の広がりも予想された｡讃fiは^りn部分の水MでLImのグリットを

3ヶ所設定し､iBf荷として整他面とfB物跡の一部を抜出した｡

l区では転地而でT.q状iB統とど,トを抜出している.これらのiB隅は小奴傾IjiB物跡と

考えられるが臥I,zFt.捕迫等Jlt明な点が多い｡またこの軽他出の下は喋を入れた盛儀地があ

り､大脚 長Ii範地がおこな-われたことが迎える｡この軽地層から山土する陶盛器としては

16LLr紀後半以降の中国盛哲琵･Jli維供等があり.整地の時期については戦国時代まで遡る可

能性がある｡II区では性収の放る蛙穴と並地雨に埋め込まれた安41-を検LLiしている｡調査

面fl'1が限られていたためJC全体の細道は不明だが､旺穴の逝 くで掛 也耐 こ鉱石を砕く台石

の柴石が埋め込まれていたことで､鉱夫が住んI=iB物跡と考えられる｡この...Uf地所)に作う

迫物としては/ミが 11!1.あるのみで､追捕の時馴 こついては近世にIj:ると考えられる｡7-a

地kllからは I区と同掛 こ16tLr紀後半以降の陶磁器yiがZLi土 している机 llJに■!J'GBの香炉や

仏様講話などもあり､大R'u寺にI共催 するものもわずかriがら含まれる｡

L.#阿tの範一,!4ミ火打u=.li谷の性格は､慨矧時代には山吹城の削弧りの巾に(lLl_l亡iづけられ谷炎に

大m1-;lTl)租 かれ､また城下ElrTの広がりが谷の入り口部JJyまであったTTJTIE性がある｡この点

については今後の:J服iが持たれるところである｡近IirにIdるとm山で働く鉱夫がLtんだiii

物が†‖J軒かiBち､近代まで拝iJ'lしたと考えられる｡

叩けL)63咋既から果た統している光相調丑も3'lI鳩 目を迎えた｡これまでの胡Ttの成沢とし

て個々のin跡の性格にもよるが､iilJmは比較的出WIi状態でiTi州 一)にiBrけ ること､出土

する軸盛:書誌は兄l山のJti縞糊であるt6LII紀鮫半-】7世紀仙半以降のものであること.また並

他出が坑道から迎びLIJ.Llこ蹄 (ズリ) ･鉱津 (カラミ)I.L'とで執戎されていることなどが

'6ユは 地で確二台され.石見糾山iB鉢の大まかti械剛 IEIJlちかにIJL'りつつある｡今後は石見

好さ山iB跡組合掛 ij計向のTiかで､将火的li溢揃を前uとした発掘月光ul榊 の芯定がeL要と

Iよってきている｡
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蔵泉寺口番所跡 北壁土層
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蔵泉寺口番所跡 東壁土層と右列検出状況

蔵泉寺口番所跡 迫構検出状況
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大龍寺谷地区 Ⅰ区 西壁土層

大龍寺谷地区 I区 迫構検出状況



大龍寺谷地区Ⅱ区 ノミ出土状況

大龍寺谷地区Ⅱ区 遺構検出状況
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